
 

平成２７年９月 

近畿中部防衛局 

 

 

第５回米軍経ヶ岬通信所の設置に係る 

安全・安心対策連絡会説明事項 

 

 

Ⅰ 経緯・現状等 

 

（１） 運用開始後の経緯【資料１】 

・ 資料 1－１のとおり。 

 

（２）工事等の状況【資料２】 

・ 生活関連施設を整備する第Ⅱ期工事は来年春以降の着工見込み。 

 

（３）騒音対策の状況【資料１】、【資料３】 

ア これまでの対策 

・ 資料１－１のとおり 

  

イ 追加的措置の実施状況 

・ 発電機周囲の既設防音パネルの強化（嵩上げ）を実施。 

（本年７月２４日着工、８月４日完了） 

・ 九品寺側境界付近への防音パネルの設置。 

  （本年８月７日着工、８月１２日完了） 

・ 追加的措置の実施を踏まえ騒音調査を実施予定。 

 

ウ 今後の対策 

・ 電力会社は、今年度当初から周辺エリアのインフラ整備計画に着手。

本整備に合わせ、商用電力の導入に向けて協議中。 
・ 追加的措置実施後においても、騒音調査の結果を踏まえ、更なる対

策を検討。 
・ レーダーテントから発生している騒音については、米側において対

策を検討中。出来る限り早期に実施予定。 

 

（４）交通事故の状況【資料４】 

・ 交通事故の件数及び概要 

 

１ 



 

Ⅱ 住民の安全・安心 

 

（１）交通安全講習会【資料１】、【資料５】 

ア 開催状況 

・ これまでの開催実績（資料１－２のとおり。） 

・ 本年８月２７日、第４回交通安全講習会開催。 

・ 今後、より効果的な講習を繰り返し実施予定。 

 

（２）交通誘導及び巡回警備業務【資料６】 

・ 交通誘導及び巡回警備業務を継続実施中。 

→宇川小学校児童の登下校時における交通誘導 

→経ヶ岬通信所周辺地域等の巡回 

 

（３）居住地の建設状況【資料７】 

・ 本年７月２７日、事業者から住民に対する工事説明会を開催。 

・ 本年７月２９日、工事着手。 

・ 年内建設完了予定。 

 

 

Ⅲ 電波等の安全・安心（環境調査） 

 

（１）電磁界強度調査【資料８】 

・ 本年７月６日、運用後２回目の調査（通算５回目）を実施。 

・ 調査の結果、電力密度の計測値は電波防護指針値を大きく下回ること

を確認。 

・ 次回調査は、本年１０月に実施予定。 

 

（２）水質調査 

・ 第Ⅱ期工事の進捗状況を踏まえ、排水開始後の調査を計画。 

 

（３）騒音度調査 

・ 騒音対策に係る追加的措置の実施を踏まえ、調査を実施予定。 

 

 

  

２ 



 

Ⅳ 雇用・振興策・地元交流 

 

（１） 地元雇用の状況【資料９】 

・ 資料９のとおり。 

 

（２） 日米交流【資料１０】 

・ 積極的に日米間の交流を促進。 

→近畿中部防衛局主催：８月２４日 日米交流事業（穴文殊祭り） 

→地元主催：７月２６日 ドラゴンカヌー選手権等 

→米軍主催：７月４日 米国独立記念日行事 

・ 本年秋以降も引き続き、日米交流行事を企画。 

 

（３） 生活・産業への影響に対する対策【資料１１】 

ア 生活・産業対策 

・ 再編交付金事業（平成２７年度） 

→ふれあい広場設置事業ほか２４件 

・ 障害防止事業（平成２７年度） 

→尾和用水路事業 

・ 民生安定事業（平成２７年度） 

→除雪機械整備事業、高規格救急車整備事業 計２件 

 

イ 交通環境整備対策 

・ 民生安定事業（平成２７年度） 

→府道浜丹後線、府道間人大宮線の改良事業 計２件 

・ 工事費（原因者負担金）（平成２７年度） 

→国道１７８号線、４８２号線の改良事業 

 

 

Ⅴ その他 

 

航空自衛隊工事【資料１２】 

・ 本年５月中旬に着工、平成２９年度末に完了予定。 

・ 現在、敷地造成工事等を実施中。 

・ 下記の安全対策を継続実施中。 

→宇川小学校の登校時間帯（０７３０～０８３０）における大型工

事車両の通行を見合せ 

→宇川駐在所周辺の狭隘な急カーブ区間に複数の交通誘導員を配置 

 

３」 


